






















































田中 (996) は，４歳から６歳の感音性難聴児 5 名に
対し，動詞語彙検査及び動詞文末形式検査を実施し，難
聴児にとって獲得が困難な動詞の種類と活用(文末形式)








獲得が困難とされる動詞 ( 前田ら，996) をどのように
習得していくのか，その様相はまだ十分には明らかにさ
れていない。




























































期間 0 0 0   














例）A は / かみしばい / みたい
　　おべんとう / たべたら / みたい
0 月：格構造，テンス，モダリティ
例）A は / きのうは / きりんを / みたよ
［５歳児 ]
５月：格構造，アスペクト，テンス
例）すこし /B くんは /( 黒板指差し )/ みてた
６月：複合動詞
例）A は / このまえ / さーかすを / みにいった
（２) やる；Ⅰ型他動詞，使用期間  ヶ月間
［４歳児 ]
５月 : 動詞の単独使用 
例）A/ やって
６月：格構造，モダリティ





例）えにっきを / やったら / おそくなっちゃうよ







例）おなか / いたい / ときは / びょういん / いくよ
［５歳児 ]
 月：複合動詞，複文，モダリティ，テンス
例）まえ / あそびにいったら / とーますが / あったよね
















例）きょう / あつまりが / ある
　　きのう / これ / あったよ
［５歳児 ]
６月：複文，モダリティ
例）ぼーるが / いっぱい / あって / ぽーんって /
　　とんで / およいだ / ぼーるの / したへ / もぐったよ
 月：モダリティ




　②伝達のモダリティ ( 終助詞「よ」，「ね」) の出現
　③ 格構造，アスペクトの出現順序は動詞によって異な
る。(「ある」はそもそもアスペクト表現がない。)




















詞「みる」の使用では４歳児クラスの６月に ( 主体 + 対
象 + 動詞 ) での使用が可能となっている。他動詞「やる」
の使用では ( 対象 + 動詞 ) が４歳児クラスの６月にみら
れ，( 主体 + 対象 + 動詞 ) での使用がみられたのは 
月であった。自動詞「いく」の使用では，( 手段 + 動詞 )
の使用が４歳児クラス５月にみられ，６月に ( 着点 + 動




クラス  月にみられ，その後４歳児クラス  月に ( 主
表 2　動詞の使用状況




②主体 + 動詞 ( 所持・所有 )





















ンス( 過去 ) の使用
③着点出現 ( 助詞省略 )　　
④着点+ 助詞 (ニ)+ 動詞 (テ
ンス；過去 )
⑤複文の使用
④主体 + 対象 ( ガ )+ 場所・
ニ+ 動詞 ( 存在・所持 ) で
使用
⑤対象・ガ + 場所・ニ + 動
詞 ( 存在 ) と主体・ハ + 対





⑦テンス( 過去 ) の使用
5 歳児
⑥複合動詞の使用 ⑤テンス( 過去 ) の使用
⑥アスペクトの使用
⑦複合形容詞の使用
⑥ { テンス ( 過去 )・ノ・ハ }
で主題表現
⑦複合動詞の使用






⑫モダリティ( 丁寧 ) の使用
聴覚障害児の文法の習得について
2
















の使用順序については，他動詞の場合，( 主体 + 対象 +
動詞 ) の定型がほぼ使用されていたのに対して，自動詞
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